昭和12年八月13-14, 14-15の両夜に行ひたる流星の計数観測について by 小槇, 孝二郎
Title昭和12年八月13-14, 14-15の兩夜に行ひたる流星の計數觀測について
Author(s)小槇, 孝二郎
































1 1．00 1．00 Loo 1．OO Loo 1．00
2 1．95 1．72 1．75 1．65 1．77 L83
3 257 2．24 1．8｛〕 1．92 234 2．61
4 3．08 2．63 2．13 2．12 2．72 3．33
5 3．40 2．96 2．44 2．30 2．97 4．19
6 3．69 3．29 2．30 2．45 320 4．80
7 3．04 3．53 2．58 2．59 3．30 5．31






























































』　、　一 一一　　　、1 （梅原　紀治） A 20　　1 2．0 2．〔， 師範畢校生徒
．こ崎　貞夫
?
14　　卜 工．5 1．5 小學兄章
第3班 1～レ・15 林　　一男 c
14 2．0 2．O ??
立石　武男 D 14 1．2 L2 ??? 三門　辰雄 ?? 14 LO 1．O 〃



































































































































t一一5 8　（3） 13　（S） 1　／・｛　9（4・）
5　】o 6　（2） 10　（5） 1　　．．／ 18　（7）
．／
1U・一」5 13　（5） 4　（2） 　，’^ 7　（3｝
15－20 6　（2） 9　（3） 14　（6） 12　（4｝
20　25 10　（4） 13　（3） 17　（7） 4　（2）
25・一30 ll　（5） 8　（3） 19　（6） 14（4）
30　35 14（5） 13（5） 15　（5） 19．（4）
35・40 7　（3） ！6　（6） 12　ぐ4） 16　（7）
4σ　45 12　（3） 11　（5） ユ3　（4♪ 9　（4♪
45　50 7　（3） 14　（4） 17　（5） 6　（3）
50一一一55 11（4） 12　（5） 15　（4） 6　（2）


























A熟A旨く ’〈／ 　ノC”f V
??
・／’
vv??／》 _∠v ＝． ?? 、?
1
　
o口u o　　　　　　　　　　　　　　o P 、（A）1人にて認めたる流星藪
漉　測　者 1・人が訓・ろ流轍 ｝・人のみが鋤・・るr








槻測者　流　星　薮 1糎測者1流星撒 槻測者1 　　、ｬ　一丁
ABac
i．ID
cEdFeA
．　L－　　　　TT　　　　　　　皿　　．　．，　　
QL6（26）
Q14（25）
Q41（24）
Q68（17）
Q24（34）
Q43　㈹
　A一・C
@B一．．一D
奄メ|E
戟@lトF
@E一一・・A
v　F…B
247（4）
Q76　（1）
Q80（1）
Q73（2）
Q79（1）
Qω（1）
　A一．D
@B・一・一E
撃メE・一F??
｝一～@　、????）????）???????
4・均i2：34．33じ・・均1・6・17 ???」 一280．67
、線李均　25820
芙界218　　　　　　　　　　流星の計数親測につv・一て　　　　　　　　　　　　　235
　括弧内は2人のみが認め得た流星数である．第1欄たるAB以下の6っの場合
は爾観測者の凹型貼間の角距離（大開距寓佳）が約44．95であり，A－C以下の6
っの場合は84。であり，A－D以下の3っの場合は100σであって，其の認め得る
流星雨は爾者の角距離の大小によって甚だしく相違するととが明瞭に結果にあ
らはれてみる．
　3っの場合の十三流星敬を1人icて認め得る李均流星数にて除す時は，
　　第1の場合（距角445G）　　　1．63
　　第2の場合（距角840）　　　　L87
　　第3の場合（距角100”）　　　　1．95　（最大の六合）
となる．叉全部の場合を結合して総李均をとれば1フ9なる値を得る．（イ《完）
北　京　だ　よ　リ
　去る三〃の中頃，忍用のため，急に京都を崩獲レ，十七日の夜，北京に着き
ました．そして序でに，時局がら，各々面を観察しやうと考へてるるうちに，
不注意から，風邪にかSり，しかも其れがコジれて，だんだん悪くなり，途に
病院生活にまで獲展しましたため，思ひがけなくも，北京の滞在が永く延びて
了ひまレた．今後は，五．月末まで北京に居り，六月一一・　・£イは満遍沿線で講田旅
行し，六月末か，叉は七月初に京都へ敵る豫定であります．
　退院レて，まもなく，岡林彗星の三見の通知を受け，多少の虚置をしました
が，五月三日には又，晶晶月食が見えるといふので，前々日あたりから準備し
其の蝕の當Hは二三の女人たちと共IC，見事に晴れた塞を仰いで，蝕の始まり
から鴨りまで，完全に観察しました．比較的に光りの薄い皆既月食のやうに思
ひましたが，とにかく立派なもので，小型の望遠鏡により，心ゆくまで眺めま
した．
蝕の翌朝 牝京東堂子胡同22鋭
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